
か
な
い
。
木
賃
宿
を
起
点
に
何
と
か
職
探
し
で
あ
る
。

神
戸
駅
の
近
く
の
職
安
で
一
週
間
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
仕
事

探
し
。
そ
れ
も
条
件
付
き
で
住
み
込
み
の
所
を
頼
み
込
ん
だ
。

一
週
間
目
で
あ
る
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
の
口
が
あ
る
。「
ど

う
し
ま
す
？
」
と
職
安
の
職
員
か
ら
言
わ
れ
、
す
が
る
思
い
で

頼
み
込
ん
だ
。「
住
み
込
み
だ
が
一
つ
条
件
が
有
り
ま
す
。
月

給
一
〇
〇
〇
円
だ
が
保
証
人
を
つ
け
る
こ
と
」
と
言
わ
れ
「
私

は
鹿
児
島
か
ら
出
て
き
て
神
戸
に
は
誰
も
お
り
ま
せ
ん
が
、
何

と
か
先
方
さ
ん
に
職
安
の
お
力
で
お
願
い
し
て
頂
け
ま
せ
ん

か
」
と
懇
願
す
る
。「
仕
事
の
上
で
間
に
合
わ
な
い
よ
う
で
し

た
ら
、
す
ぐ
で
も
辞
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
も
文
句
は
言
い
ま
せ

ん
、
誓
約
致
し
ま
す
」
と
話
を
し
て
い
る
と
、
中
か
ら
所
長
か

課
長
か
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
が
出
て
来
て
「
私
は
宮
崎
の
都
城

で
す
、
こ
こ
の
所
長
で
す
。
先
程
よ
り
話
を
聞
い
て
い
る
と
他

人
事
と
は
思
わ
れ
な
い
。
貴
方
は
真
面
目
そ
う
だ
し
、
お
困
り

だ
ろ
う
か
ら
、
貴
方
と
い
う
人
物
を
信
用
し
て
、
私
が
保
証
人

に
な
っ
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
ど
う
し
よ
う
か
と

思
案
し
迷
っ
て
い
た
矢
先
、
地
獄
で
仏
に
会
っ
た
よ
う
、
世
の

中
は
助
け
る
神
も
い
る
ん
だ
と
思
っ
た
。

船
舶
部
隊
の
戦
陣
回
想
　 

愛
知
県
　
權
田
梅
芳
　 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
徴
兵
検
査
、
第
二
乙
種
合
格
。

昔
か
ら
師
範
学
校
卒
業
は
全
員
五
ヵ
月
入
隊
。
伍
長
で
除
隊

し
国
民
兵
と
な
り
、
戦
争
で
も
召
集
が
な
く
、
少
国
民
教
育
に

専
念
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
永
年
に
わ
た
っ
て
ア
ジ
ア
諸
国
を

植
民
地
に
し
て
搾
取
し
て
き
た
欧
米
列
強
は
、
ア
ジ
ア
人
の
ア

ジ
ア
建
設
を
主
導
す
る
日
本
を
封
じ
込
め
る
た
め
、
我
が
国
を

経
済
封
鎖
し
、
石
油
・
ゴ
ム
・
鉄
鋼
石
を
禁
輸
し
て
戦
い
を
挑

ん
で
来
た
。
存
亡
の
危
機
に
日
本
も
止
む
な
く
臨
戦
体
制
を
と

り
、
師
範
卒
も
、
私
ど
も
十
五
年
卒
か
ら
普
通
兵
と
な
っ
た
。

同
期
生
や
村
の
若
者
が
次
々
入
隊
し
、
切
歯
扼
腕
す
る
う
ち

七
月
に
召
集
令
状
が
届
い
た
。
長
男
だ
か
ら
と
出
征
免
除
の
師

範
へ
進
ま
せ
た
周
囲
の
願
い
も
く
ま
ず
、
こ
れ
で
俺
も
一
人
前

か
、
と
単
純
に
感
激
し
、
■
江
歩
兵
第
一
三
六
連
隊
に
入
隊
し

た
。



勇
名
轟
く
脇
坂
部
隊
の
原
隊
で
訓
練
は
猛
烈
、
内
務
も
厳

正
。「
お
前
ら
は
補
充
兵
、
一
銭
五
厘
の
消
耗
品
じ
ゃ
」
と
、

ハ
ッ
キ
リ
引
導
を
渡
さ
れ
、
徹
底
的
に
し
ご
か
れ
錬
え
ぬ
か
れ

た
。入

隊
五
ヵ
月
後
、
班
長
さ
ん
か
ら
幹
候
志
願
を
勧
め
ら
れ
、

数
日
後
、
急
に
連
隊
本
部
服
務
と
な
り
、
演
習
か
ら
解
放
さ
れ

た
。
人
事
係
の
准
尉
さ
ん
が
、「
こ
れ
は
中
隊
幹
部
の
ご
配
慮

だ
、
頑
張
れ
よ
」
と
■
る
。
地
獄
と
も
言
わ
れ
る
軍
隊
に
も
、

い
つ
も
ど
こ
か
で
温
情
が
通
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
月
早
々
、
私
ど
も
二
百
五
十
人
だ
け
中
支
の

第
五
揚
陸
隊
に
転
属
、
船
舶
兵
に
転
科
と
な
り
、
ま
た
新
規
ま

き
直
し
の
新
兵
さ
ん
で
あ
る
。
海
路
、
上
海
に
到
着
し
た
。
舟

艇
に
乗
り
組
む
揚
陸
作
業
と
機
動
輸
送
専
門
の
新
設
部
隊
で
あ

る
。
時
期
は
酷
寒
、
手
旗
・
モ
ー
ル
ス
訓
練
、
舟
艇
整
備
、
期

間
整
備
―
分
解
結
合
調
整
、
舟
艇
の
操
縦
運
行
、
砂
浜
・
桟
橋

の
達
着
訓
練
等
に
加
え
て
、
繋
船
場
の
舟
艇
監
視
な
ど
訓
練
は

多
岐
で
厳
し
か
っ
た
。

船
舶
工
兵
連
隊
・
揚
陸
隊
の
主
兵
器
は
大
・
小
の
発
動
艇
。

大
発
は
全
長
十
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、

吃
水
は
満
船
時
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
と
小
型
だ
が
、
積
載
能
力

（
武
装
兵
七
十
人
ま
た
は
中
戦
車
一
両
、
物
資
等
十
二
ト
ン
）

は
大
き
く
、
凌
波
性
の
優
れ
た
船
体
と
な
っ
て
い
る
。
六
十
馬

力
重
油
機
関
を
搭
載
、
鋼
板
製
で
信
頼
性
が
高
く
、
使
い
や
す

い
な
ど
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
最
高
九
ノ
ッ
ト
と
速
度
は

遅
く
、
船
側
・
船
底
と
も
に
二
ミ
リ
鋼
板
一
枚
張
り
で
直
撃
弾

に
弱
い
の
が
泣
き
所
で
あ
っ
た
。
中
国
各
地
・
マ
レ
ー
・
比

島
、
そ
の
他
上
陸
戦
で
活
躍
し
て
い
た
。

基
礎
訓
練
終
了
の
頃
は
、
み
ん
な
赤
胴
色
の
荒
く
れ
男
に
変

身
し
た
。
板
子
一
枚
下
は
地
獄
、
ラ
ッ
パ
ズ
ボ
ン
に
ゴ
ム
底
足

袋
で
三
十
三
セ
ン
チ
幅
の
舷
側
の
上
を
走
り
回
っ
て
の
揚
陸
作

業
で
、
胸
に
は
錨
と
星
の
胸
章
が
輝
く
。

五
月
～
六
月
、
宜
南
作
戦
に
参
加
し
、
揚
子
江
を
■
っ
て
宜

昌
・
長
沙
に
出
動
し
た
。
幹
候
で
は
第
一
次
選
抜
と
な
っ
た
。

七
月
二
十
七
日
、
第
五
揚
陸
隊
は
南
方
派
遣
。
高
雄
・
マ
ニ

ラ
経
由
セ
ブ
島
タ
リ
サ
イ
に
移
駐
、
新
品
の
大
発
六
十
隻
が
到

着
し
た
。
そ
こ
で
熱
地
訓
練
や
幹
候
第
二
次
選
抜
な
ど
が
あ
っ

た
。豪

北
戦
線
突
入
命
令
で
十
一
月
六
日
セ
ブ
発
、
十
五
日
、
西



北
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
ノ
ク
ワ
リ
に
上
陸
、
直
ち
に
勢
第
一
号

作
戦
に
参
加
し
た
。
以
後
、
惨
烈
を
極
め
た
ビ
ア
ク
、
ヌ
ン
ボ

ル
か
ら
ソ
ロ
に
至
る
長
大
な
戦
線
で
悪
戦
苦
闘
、
累
次
の
出
動

と
激
戦
、
病
魔
と
飢
餓
の
為
に
半
数
を
超
す
戦
友
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。

運
命
の
不
思
議
か
、
私
ど
も
甲
幹
五
人
は
、
セ
ブ
発
の
輸
送

船
中
で
船
舶
練
習
部
へ
分
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
卒
業
後
に
再
び
原

隊
に
復
帰
す
る
こ
と
を
期
し
て
回
れ
右
と
な
っ
た
。
便
船
を
探

し
て
セ
ブ
―
マ
ニ
ラ
―
高
雄
と
乗
り
継
い
で
、
翌
年
一
月
半

ば
、
宇
品
に
到
着
し
船
舶
練
習
部
に
入
部
し
た
。
そ
こ
を
八
月

に
卒
業
、
豪
北
は
既
に
米
軍
制
圧
下
に
あ
っ
て
原
隊
へ
の
復
帰

が
か
な
わ
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
比
島
・
北
方
等
へ
分
散
し
て
転
属

と
な
り
、
私
は
小
松
島
教
育
隊
を
経
て
再
び
大
陸
へ
行
っ
た
。

四
月
、
香
川
県
豊
浜
に
移
駐
し
、
八
月
十
五
日
卒
業
と
な
っ

た
。
御
前
講
演
は
先
に
七
月
末
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に

準
備
は
完
了
し
て
い
た
。
当
日
、
朝
食
後
隊
長
室
に
呼
ば
れ
、

練
習
部
長
馬
場
少
将
か
ら
恩
賜
賞
授
与
の
内
示
を
受
け
る
。
思

い
が
け
な
い
事
で
身
体
中
に
電
流
が
走
る
思
い
で
夢
か
と
惑
っ

た
。

驚
き
が
も
う
一
つ
、
隊
長
室
に
何
と
、
祖
母
と
父
と
が
チ
ョ

コ
ン
と
座
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
！
　
豊
橋
連
隊
区
司
令
部
か

ら
二
等
切
符
を
頂
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
父
か
ら
、
ご
祈
と
う

を
こ
め
た
軍
刀
を
渡
さ
れ
た
。

卒
業
式
は
営
庭
に
全
隊
員
千
八
百
人
が
整
列
し
、
陛
下
ご
名

代
の
宮
殿
下
を
お
迎
え
し
て
挙
行
さ
れ
、
船
舶
司
令
官
鈴
木
大

将
か
ら
恩
賜
品
を
拝
受
し
た
。
式
後
、
講
堂
で
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
戦
線
で
成
功
を
収
め
た
逆
上
陸
の
戦
訓
に
基
づ
き
二
十
分

間
口
述
し
て
講
演
を
終
わ
っ
た
。

九
～
十
一
月
は
、
徳
島
県
小
松
島
教
育
隊
で
初
年
兵
教
育
に

従
事
し
た
。

翌
年
一
月
に
特
設
船
舶
工
兵
第
三
十
三
連
隊
が
新
設
さ
れ
、

私
は
第
一
中
隊
第
一
小
隊
長
を
拝
命
し
た
。
連
隊
に
は
各
地
補

充
隊
か
ら
編
成
要
員
が
続
々
集
結
し
た
。
我
が
隊
に
は
幸
運
に

も
、
三
ヵ
月
間
手
塩
に
か
け
た
懐
か
し
い
顔
が
そ
っ
く
り
来
て

い
る
。
そ
の
後
の
前
線
で
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
但
馬
中
隊
長
の

も
と
、
股
肱
と
も
頼
む
気
心
ツ
ー
カ
ー
の
下
士
官
兵
諸
君
と
生

死
を
共
に
し
得
た
の
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。

一
月
二
十
日
、
緊
急
出
戦
命
令
で
中
支
へ
派
遣
と
な
っ
た
。



釜
山
―
上
海
間
は
兵
員
・
大
発
を
列
車
輸
送
し
、
二
月
三
日
、

昭
和
島
に
着
い
た
。
丸
二
年
前
の
兵
舎
に
着
き
感
慨
を
新
た
に

し
た
。

三
月
二
日
、
第
一
中
隊
は
蘇
州
に
分
遣
と
な
り
、
大
発
十
七

隻
で
蘇
州
河
を
■
り
海
軍
砲
艇
隊
兵
舎
に
同
居
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
任
務
は
上
海
―
南
京
―
杭
州
と
結
ぶ
江
南
三
角
地
帯

の
水
路
確
保
・
兵
員
器
材
の
輸
送
で
あ
る
。

中
旬
、
我
が
小
隊
は
大
発
二
隻
で
、
音
楽
家
服
部
良
一
氏
一

行
を
乗
せ
て
十
日
間
ほ
ど
太
湖
周
辺
の
宣
撫
工
作
に
当
た
っ

た
。
こ
の
網
の
目
の
よ
う
な
ク
リ
ー
ク
と
湖
沼
の
介
石
一
帯
は

江
南
第
一
の
穀
倉
地
帯
で
、
我
が
軍
と
維
新
政
府
軍
、
■
軍
、

共
産
軍
と
の
三
つ
巴
の
戦
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
各
軍
の
占

拠
す
る
点
と
線
が
複
雑
に
交
錯
し
、
し
か
も
そ
れ
が
猫
の
目
の

よ
う
に
変
わ
り
厄
介
至
極
で
あ
る
。
そ
の
上
、
民
衆
さ
え
強
い

者
に
は
従
順
だ
が
、
弱
い
と
見
れ
ば
牙
を
む
く
有
り
様
で
、
全

く
四
六
時
中
油
断
で
き
な
い
。

隊
は
一
部
を
両
岸
に
上
げ
て
警
戒
、
橋
は
確
保
し
て
か
ら
艇

を
通
す
。
夜
間
は
歩
■
も
立
て
、
お
客
様
に
万
一
の
事
の
な
い

よ
う
神
経
を
す
り
減
ら
す
有
り
様
だ
っ
た
。

四
月
、
連
隊
本
部
付
に
転
じ
作
戦
室
勤
務
と
な
っ
た
。
極
秘

で
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
海
図
・
水
路
誌
・
潮
汐
表
等
と
首
っ
ぴ
き

で
、
綿
密
な
行
動
計
画
の
立
案
、
策
定
と
、
そ
れ
ら
の
ガ
リ
版

印
刷
に
当
た
っ
た
。
甌
江
下
流
地
区
に
孤
立
す
る
温
州
支
隊
梨

岡
兵
団
一
万
三
千
の
撤
収
支
援
と
、
保
有
す
る
重
火
器
等
の
寧

波
ま
で
の
海
上
輸
送
作
戦
で
、
こ
れ
に
は
連
隊
主
力
と
大
発
二

十
五
隻
を
投
入
し
た
。

行
動
基
準
は
、
敵
機
・
艦
艇
の
活
動
鈍
る
雨
期
実
施
、
千
余

の
島
の
中
に
秘
匿
仮
泊
基
地
六
ヵ
所
を
設
け
警
備
隊
配
置
、
行

動
は
艇
隊
単
位
で
必
ず
夜
間
航
行
、
昼
間
は
偽
装
秘
匿
、
大
発

は
漁
船
等
に
偽
装
、
艇
隊
毎
に
高
射
機
銃
・
五
十
七
ミ
リ
速
射

砲
各
一
門
を
装
備
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

四
月
二
十
九
日
作
戦
開
始
。
先
発
艇
隊
は
大
発
四
隻
で
計
画

通
り
基
地
を
設
定
し
て
南
進
、
三
隻
の
後
続
各
艇
隊
も
逐
次
南

下
し
た
。
折
し
も
低
気
圧
停
滞
で
風
波
激
し
く
難
航
を
極
め
る

が
、
敵
の
出
撃
も
な
い
。
本
部
は
甌
江
口
沖
合
の
泗
門
島
に

最
終
基
地
を
設
け
て
江
口
北
岸
の
黄
華
村
に
上
陸
、
各
艇
隊
も

順
次
泗
門
島
に
到
着
し
、
各
艇
を
分
散
し
て
偽
装
秘
匿
し
て
待

機
し
た
。



作
戦
室
と
兵
団
司
令
部
の
打
ち
合
わ
せ
が
進
み
、
両
者
は
緊

密
な
連
携
下
に
大
々
的
に
温
州
増
強
の
陽
動
作
戦
を
展
開
し
四

十
カ
イ
リ
上
流
の
温
州
市
街
へ
舟
艇
の
往
返
が
急
増
し
た
。
そ

の
実
、
頻
■
に
夜
間
陣
地
移
動
す
る
火
砲
は
一
門
ま
た
一
門
と

泗
門
島
に
運
び
、
荷
直
し
と
厳
重
な
固
縛
の
上
、
屋
根
を
葺

き
、
艇
隊
ご
と
に
帰
航
。
六
月
末
ま
で
に
野
戦
重
砲
・
野
砲
・

高
射
砲
に
牽
引
車
等
の
重
車
両
、
軍
需
物
資
か
ら
傷
病
兵
、
民

間
人
ま
で
運
ん
で
作
戦
地
に
集
結
し
た
。
兵
団
は
山
砲
以
下
の

軽
火
器
で
敵
中
を
突
破
し
、
七
月
杭
州
に
集
結
完
了
し
た
。

黄
華
村
で
金
沢
の
城
所
正
一
郎
君
と
バ
ッ
タ
リ
出
会
う
。
数

日
後
、
兵
団
主
計
将
校
で
あ
っ
た
彼
の
要
請
で
、
連
隊
は
所
在

部
隊
の
食
糧
調
達
に
大
発
を
出
し
た
。
翌
日
帰
着
し
た
彼
は

「
救
援
出
動
の
お
礼
で
す
」
と
、
珍
果
「
龍
眼
」
を
山
ほ
ど
く

れ
た
。
み
ん
な
大
喜
び
で
あ
っ
た
。

帰
航
の
途
中
、
敵
機
の
襲
撃
を
逃
れ
て
狭
い
入
江
に
つ
っ
こ

ん
だ
大
発
が
、
暗
礁
に
の
り
あ
げ
て
擱
坐
沈
没
し
た
と
の
無
線

連
絡
が
入
っ
た
。
本
部
艇
も
出
向
い
て
手
を
尽
く
し
て
み
た

が
、
結
局
、
野
砲
諸
共
見
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
砲
兵
み
ん

な
砲
に
し
が
み
つ
い
て
離
れ
な
い
。
船
舶
工
兵
の
兵
が
無
理
や

り
次
々
引
き
上
げ
る
。
砲
兵
は
「
歩
兵
に
は
軍
旗
が
あ
る
が
、

砲
兵
に
は
砲
だ
け
だ
。
砲
が
沈
め
ば
我
々
も
沈
む
」
と
号
泣

し
、
船
舶
兵
も
も
ら
い
泣
き
を
し
た
。

嵐
の
翌
朝
、
我
々
最
終
艇
隊
は
基
地
ま
で
行
け
ず
、
と
あ
る

入
江
で
秘
匿
作
業
中
に
敵
襲
が
あ
り
、
無
断
で
周
囲
の
崖
を
越

え
た
兵
二
人
が
敵
に
襲
わ
れ
て
一
人
が
負
傷
、
拉
致
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
こ
の
入
江
で
は
袋
の
ネ
ズ
ミ
、
外
洋
へ
出
れ
ば
米
機

の
■
食
と
な
る
。
苦
肉
の
策
で
、
ま
ず
、
大
発
装
備
の
砲
で
周

り
の
敵
を
圧
倒
し
、
そ
の
間
に
重
機
を
高
台
に
上
げ
て
撃
ち
ま

く
り
、
夕
刻
脱
出
し
た
。

翌
朝
、
艇
隊
は
近
く
の
海
軍
基
地
に
寄
港
、
特
務
機
関
に
捕

虜
交
換
の
交
渉
を
頼
ん
だ
。
夜
更
け
に
通
報
が
あ
り
、
私
が
連

絡
に
赴
く
。
拳
銃
片
手
に
着
剣
の
伝
令
と
二
人
で
迷
路
の
よ
う

な
無
人
の
路
地
を
た
ど
っ
た
。
港
ま
で
の
帰
路
の
何
と
遠
か
っ

た
こ
と
か
。

温
州
か
ら
帰
る
と
、
上
海
は
既
に
米
機
の
空
襲
下
に
あ
っ

た
。
船
舶
司
令
部
の
作
命
で
連
隊
は
海
上
挺
進
三
個
戦
隊
を
編

成
し
太
湖
で
訓
練
を
開
始
し
た
。
特
攻
隊
で
あ
る
。

私
は
崇
明
島
か
ら
九
江
ま
で
出
動
中
の
各
中
隊
と
の
連
絡
に



当
た
る
。
あ
る
夜
、
無
錫
で
挺
隊
と
連
絡
後
、
ク
リ
ー
ク
の
艇

に
戻
る
途
中
、
城
壁
の
下
で
鋭
い
「
誰
何
」
の
一
声
が
あ
っ

た
。
維
新
政
府
軍
の
歩
■
で
あ
る
。
私
は
月
光
を
浴
び
て
丸
見

え
、
相
手
は
真
っ
暗
、
と
っ
さ
の
事
で
「
日
本
兵
」
が
出
な

い
。
次
の
「
誰
何
、
誰
何
、
パ
ン
」
で
万
事
休
す
、「
友
軍
に

撃
た
れ
る
と
は
、
あ
あ
情
け
な
い
、
犬
死
に
だ
」
な
ど
と
一
瞬

の
う
ち
に
考
え
る
。
急
に
相
手
が
月
の
中
に
出
て
敬
礼
す
る
。

こ
ち
ら
の
逃
げ
隠
れ
も
し
な
い
態
度
（
実
は
動
け
な
か
っ
た
）

で
先
方
は
友
軍
と
認
め
た
ら
し
く
、
命
拾
い
を
し
た
。

そ
し
て
八
月
十
五
日
終
戦
、
負
け
て
い
な
い
の
に
降
伏
と
は

…
…
。
か
く
て
わ
が
国
は
敗
者
の
裁
判
を
受
け
た
。

古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
歴
史
は
い
つ
も
勝
者
の
手
で
書
か
れ

た
。
し
か
し
、
歴
史
は
古
く
な
る
ほ
ど
新
し
く
な
る
、
と
も
言

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
勝
て
ば
官
軍
式
に
当
初
曲
げ
ら
れ
た
歴
史

も
、
し
か
る
べ
き
歳
月
を
経
て
真
実
が
洗
い
出
さ
れ
、
修
正
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

戦
争
と
食
糧
　 

愛
知
県
　
松
井
信
一
　 

私
は
戦
争
中
の
都
市
の
大
空
襲
な
ど
、
そ
の
激
し
さ
や
悲
惨

さ
は
、
そ
の
当
時
は
軍
隊
に
居
た
の
で
少
し
は
耳
に
し
て
い
た

が
、
直
接
経
験
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
軍
隊
に
居
た
と
言
っ
て

も
内
地
勤
務
だ
っ
た
の
で
、
生
命
を
懸
け
た
戦
い
の
激
し
さ
、

苦
し
さ
な
ど
も
わ
か
ら
な
い
。
従
っ
て
私
は
、
戦
場
で
も
銃
後

の
国
民
の
生
活
上
も
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
食
糧
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
何
に
し
て
も
五
十
余
年
前
の
こ
と
で

あ
り
、
年
と
と
も
に
薄
れ
て
ゆ
く
記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
書
い
て

み
た
。
確
証
は
無
く
、
記
憶
違
い
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
書
い
た
こ
と
は
断
片
的
で
あ
り
、
ま
と
ま
り
も
な
く
、
意

味
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。

昭
和
の
初
め
私
は
小
学
生
だ
っ
た
。
そ
の
頃
の
農
家
の
生
活

は
大
変
貧
し
く
、
毎
日
の
く
ら
し
は
全
く
お
粗
末
な
も
の
だ
っ




